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研究成果の概要： 
 学習（学び）は、過去の経験と将来の見通しの再編成のプロセスである。このプロセスは様々
な言説と談話を通して再構成され、他の人々と共有される。本研究は、この学びのプロセスを
支える人々の語りを分析するための分析方法の開発を目指した。語りの事例として、看護師に
なる過程ならびに教師になる過程を取り上げて、語りの内容と形式をどのように分析すれば良
いか、分析におけるポイントを共有化できる方法論を開発し、いくつかの事例を分析した。 
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１．研究開始当初の背景 
 現在、学習心理学には「学習科学：Learning 
Science」と呼ばれる、新しい研究領域が生
まれ、従来とは異なる視点から学習過程を吟
味している。学習科学は仕事現場の共同学習
など、従来見逃されてきた学習状況に着目し、
学習概念（学習とは何か）を再構築しつつあ
る。従来の学習概念を学習者の能動的な活動
や意味付けを無視した教授偏重主義と批判
し、新しい学習環境を作るべきと主張してい
る。 
 学習科学では、学習を①潜在学習、②日常
学習（学校外学習）、③公式学習（学校内学
習）に分類している。この分類でいえば、従
来の学習研究が、①あるいは③の記述分析に
偏り、②の記述分析が手薄であり、それぞれ
の学習タイプ間の移行が取り上げられてい
ないことが指摘できる。そこで本研究では学
校から現場への移行過程を中心に取り上げ、
その過程を分析可能な手法を提案すること
とした。 
 
２．研究の目的 
「学習科学」の一層の充実のためには、学習
過程のなかでも“深い学習過程”を記述・評
価できる質的分析の方法が必要とされてい
る。そこで、本研究は「テクスト言説分析」
と呼ぶ、新しい分析手法を開発することを主
目的とする。この手法を看護士および教員養
成課程にいる学習者から得たインタビュー
データに適用し、学習に関する意味付けの特
質を明らかにすること、同時に質問紙法を利
用した量的分析によって学習者の意識を定
量的に構造化し、両分析の異同を明らかにす
ることを目標とする。 
 学習科学をさらに発展、展開するためには、
いっそう精度が高く、公共性の高い分析手法
の開発の必要性を痛感するに至った。応募代
表者の研究室では、主に内容分析、グラウン
デッドセオリーアプローチ、相互行為分析を
利用してきたが、これらの手法には次の問題
点がある：①いわば職人技であり修得に時間
を要すること、②分析過程を手続き化する余
地があること、③分析の過程と解釈の過程を
公共化する必要があること。 
 以上のような学術的な背景と、応募者のこ
れまでの研究活動の経緯から、本研究を企画
するに至った。 
 本研究の具体的ねらいは、研究期間内に、
①分析手法の確立、②資料への適用、③量的
分析との比較、の３点をおこなう。 
 
３．研究の方法 
 分析手法のテクスト言説分析とは、学習者
の語りデータから、学習プロセスに関する学
習者自身のいだく言説空間を再現する手法
である。一般的にいって、学習とは今行なう
ことと過去に行なったこと（既有知識）の連
続性と不連続性を打ち立てる作業だといえ
る。実際に学習者は、現在の学習を過去の学
習と関係づけ、これからの展望に関する見通
し（パースペクティブ）を構成しつつ学習を
進めている（香川・茂呂, 2006）。学習者が見
通しを得るということは、現在の学習と過去
の学習を対比して、学習に含まれる内容（概
念）、道具、媒介、人、事物を、遠近、連続・
不連続、関与有・関与無といった関係軸上に
配置することだと言い換えられる。この配置
の全体構図を言説空間と呼び、言説空間を研
究者側が構成することで、その学習者の特性、
学習者が所属するコミュニティー特性、これ
らの特性に起因する学習の妨害要因等を理
解することが可能になるものと仮説できる。
本研究は、この仮説の確かさを確認するとと
もに、この言説空間の構成手順を確立する。 
 
４．研究成果 
 「テクスト言説分析」と呼ぶ、新しい分析
手法を開発した。この手法を看護士および教
員養成課程にいる学習者から得たインタビ
ューデータに適用し、学習に関する意味付け
の特質を明らかにした。同時に質問紙法を利
用した量的分析によって学習者の意識を定
量的に構造化し、両分析の異同を明らかにし
た。この比較作業を通して「テクスト言説分
析」の妥当性を確認し、その改善を目指し、
「テクスト言説分析」を学習研究者、実践家、
実務家の利用に供するための手続き化をは
かった。理論的な作業として、質的方法論の
位置を学習科学の観点から意味付けた。また
テクスト言説分析の手続き化のために、言説
分析研究をレビューしたうえで、分析手法を
作成した。教師養成領域では、これを道徳お
よび道徳に係る教師の語り実践に適用して
みた。また看護領域では、言説に含まれる情
動政治的プロセスに着目して、看護学生の語
りを言説論から位置づけ直した。 
 本研究の成果の一部は、Cambridge大学出
版局より 2009刊行予定の書籍Learning and 
Expanding with Activity Theory（査読あり）
に週力される等、国際的に見ても高い評価を
得た。 
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